
令和7年度総体県北予選　団体戦　進行表 資料１

４チームリーグ　→　団体戦のボールは１校につき３缶を朝に本部へ。1R、3Rが新球。

３チームリーグ　→　団体戦のボールは１校につき３缶を朝に本部へ。1Rごとに新球

男子(推薦：日商） 女子(推薦：茨キリ、多賀）

※団体の勝敗が決しても打ち切り無し

早朝コート
コート

試合 1 2 3 4 5 6 7 8

審判 日立北 日立一 日立一 茨キ 茨キ 茨キ

試合 8:30～ 茨キ 日北 日立一 太田一 日立北 太田一 日立商

審判

試合

審判 日立北 日立北 太田一 日立一 茨キ 茨キ

試合

審判

試合

審判 太田一 日立一 日立一 日立北 茨キ 茨キ

試合

審判

　リーグ戦（ラウンドロビン方式）の勝敗の決め方

　①　完了試合数の多いチームを上位とする。リタイヤした試合は完了試合とならない。ただし相手チームは完了試合となる。リタイヤした選手は同日のほかの試合に出場することはできない。

　②　勝率の高いチームを上位とする。　勝率　＝　勝利した対戦チーム数÷総対戦チーム数

　③　２チームが同率になった場合は、お互いの直接対決の勝者

　④　３チームが同率になった場合は以下の要素で順位をつける

　　（１）　総勝利数の多いチームが上位　　　

　　（２）　（１）が同じ場合、全試合での取得ゲーム率が高いチームが上位。　取得ゲーム率＝取得したゲーム合計数÷全試合のゲーム合計数

　⑤　けが等によるリタイアの場合は、勝者はリタイアの後、残りのゲームをすべて勝ったとしてゲーム数を記録し、

　　　　敗者はリタイアするまでに取得したゲーム数を記録する。（２２でケガによるリタイアした場合、６２と記録する）

　⑥　①～⑤で順位が確定できない場合は、タイブレークのみのゲーム（シングルス）を１試合行い、順位を確定する。

　　　　３チームで生じた場合は，タイブレークを３試合行い、同様に総勝利数、取得ポイント率の順で順位を確定する。

5 61 2 3 4 7 8

男子 女子

①D ①S1①Ｄ ①S１ ①S2 ②S１ ②S2

⑥S2

②D ②S1③Ｄ ③S１ ③S2 ④Ｄ ④S１ ④S2

⑤Ｄ

１R

2R

3R

順位

勝　　敗

勝敗 順位
完了
試合

3　日立商

4　太田一 ① ④ ⑥ 勝　　敗

勝　　敗

2　日立北 ⑤

3　日立一 ③

勝　　敗

１　茨キ 勝　　敗

完了
試合

1　日立北 2　太田一 3　日立商

2　太田一勝　　敗 ③

① ②

女子男子

②Ｄ

②

勝敗

勝　　敗

１　茨キ 2　日立北 3　日立一 4　太田一

1　日立北

③S2

②S2

太田一

①S2

③D ③S1

日立商

日立商

日立北

日立北

太田一

⑤S１ ⑤S2 ⑥Ｄ ⑥S１
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